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白
河
信
用
金
庫

理
事
長

牧
野
富
雄　

  　
　

 【
白
河
市
】

　

村
行
政
推
進
の
た
め
貨
物
乗
用

自
動
車
を
寄
贈
。

石
井
満
一　

  　
　

 【
芝　

原
】

　

故
人
の
遺
志
に
よ
り
村
振
興
の

た
め
寄
付
。

有
限
会
社
フ
ラ
ワ
ー
ワ
ー
ル
ド

代
表
取
締
役

和
知
繁
蔵　
　
　

   【
白
河
市
】

　
子
ど
も
た
ち
の
情
操
教
育
向
上
の

た
め
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
を
寄
贈
。

芳
賀
信
義　
　

   　
【
上
野
原
】

　

歯
科
事
業
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指

導
用
と
し
て
歯
ブ
ラ
シ
を
寄
贈
。

小
針
好
榮　

　
　

   【　

米　

】

　

故
人
の
遺
志
に
よ
り
福
祉
事
業

の
た
め
寄
付
。

真
船
秀
典　
　

 　

  【
真　

船
】

　

故
人
の
遺
志
に
よ
り
環
境
事
業

　

文
化
、
産
業
、
教
育
の
振
興
及
び
村
政
進
展
に
尽
力
、

貢
献
し
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
「
西
郷
村
表
彰
状

授
与
並
び
に
感
謝
状
贈
呈
式
」
が
十
一
月
三
日
役
場
議

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
佐
藤
村
長
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
受
賞
者

一
人
ひ
と
り
に
功
績
を
た
た
え
る
賞
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

功　

労　

賞

菊
地
征
吉　
　
　

   【　

米　

】

斎
藤
義
二　
　
　

   【
黒　

川
】

　

長
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と

し
て
各
種
統
計
業
務
に
従
事
し
、

統
計
の
普
及
に
貢
献
。

鈴
木
義
則　
　
　

   【
下
新
田
】

　

多
年
に
わ
た
り
下
新
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
周
辺
及
び
子
安

観
世
音
堂
周
辺
の
除
草
等
清
掃
活

動
を
続
け
、
環
境
美
化
に
貢
献
。

熱
田
堯
乙　
　
　

   【
大　

平
】

　

多
年
に
わ
た
り
千
鳥
ヶ
池
及

び
周
辺
の
除
草
等
清
掃
活
動
を
続

け
、
環
境
美
化
に
貢
献
。

髙
野
金
治　
　
　

   【
大　

平
】

　

多
年
に
わ
た
り
千
鳥
ヶ
池
及

び
周
辺
の
除
草
等
清
掃
活
動
を
続

け
、
環
境
美
化
に
貢
献
。

小
林
ヨ
シ　
　
　

   【
上
新
田
】

　

多
年
に
わ
た
り
毎
朝
、
地
区

内
の
神
社
、
河
川
、
ゴ
ミ
収
集
所

周
辺
の
清
掃
及
び
植
栽
活
動
を
続

け
、
環
境
美
化
に
貢
献
。

の
た
め
寄
付
。

髙
橋
廣
志 　
　
　
【
下
折
口
原
】

　

故
人
の
遺
志
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ

振
興
事
業
の
た
め
寄
付
。

大
平
一
美　

　

 　

  【
大　

平
】

　

故
人
の
遺
志
に
よ
り
福
祉
事
業

の
た
め
寄
付
。

金
田　

宗　
　

 　

  【　

米　

】

　

故
人
の
遺
志
に
よ
り
福
祉
事
業

の
た
め
寄
付
。

東
宮
清
章　
　
　

   【
上
新
田
】

　

故
人
の
遺
志
に
よ
り
交
通
安
全

事
業
の
た
め
寄
付
。

真
船
龍
秋　

　
　
【
上
折
口
原
】

　

故
人
の
遺
志
に
よ
り
生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
た
め
寄
付
。

　

 　

 

大
高
久
男　
　

 　

  【
柏　

野
】

　

故
人
の
遺
志
に
よ
り
介
護
保
険

事
業
の
た
め
寄
付
。

北
川
良
博　
　
　

   【　

米　

】

　

故
人
の
遺
志
に
よ
り
防
災
事
業

の
た
め
寄
付
。

善　

行　

賞

感　

謝　

状

表
彰
状
授
与
並
び
に
感
謝
状
贈
呈
式

〔
喜
び
の
一
言
〕

　

家
庭
や
職
場
、
地
域
社
会
の
方
々
の
ご
支
援

と
ご
協
力
の
賜
と
し
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

��
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�

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

元
農
林
水
産
技
官
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元
白
河
地
方
消
防
本
部
総
務
課
長

◇
経
歴

　

昭
和
二
十
八
年
に
白
河
市
白
河
消
防
署
に
入

り
、
三
十
三
年
間
に
わ
た
り
、
警
防
、
救
急
係

と
し
て
市
民
の
生
命
を
守
る
危
険
業
務
に
従
事

し
た
。

〔
喜
び
の
一
言
〕

　

受
賞
に
驚
い
て
い
ま
す
。
無
事
勤
め
る
こ
と

が
で
き
、
家
族
の
協
力
に
感
謝
し
た
い
。

◇
経
歴

　

昭
和
二
十
二
年
か
ら
農
林
省
福
島
種
蓄
牧
場

（
現
独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
）
に

入
り
、
牛
の
交
配
や
飼
料
づ
く
り
な
ど
四
十
六

年
間
に
わ
た
り
畜
産
振
興
に
尽
く
し
た
。

村
政
進
展
と
福
祉
向
上
に
貢
献

（
敬
称
略
）
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十
一
月
四
日
に
、
満
百
歳
を
迎
え
た
西
郷
村
大
字
鶴

生
字
由
井
ヶ
原
三
七
〇
番
地
の
渡
辺
カ
ツ
ヱ
さ
ん
へ
知

事
賀
寿
贈
呈
式
が
、
自
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
藍
原
孝

文
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
副
所
長
が
知
事
賀
寿
と
会
津

漆
器
の
木
杯
、
色
紙
を
手
渡
し
、
西
郷
村
、
西
郷
村
社

会
福
祉
協
議
会
、
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
祝
い
金

や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
孫
や
ひ
孫
さ
ん
か
ら
花
束
な
ど
を
手
渡
さ
れ

満
百
歳
を
祝
い
ま
し
た
。

　

長
生
き
の
秘
け
つ
は
、「
毎
晩
、
自
宅
で
し
ぼ
っ
た

牛
乳
を
飲
む
こ
と
」
で
、
編
み
物
や
手
芸
を
楽
し
む
元

気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。　

（
米
）

（
大
平
）
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チームワー
クの力
第 47 回村内一周駅伝

～　20部門に 1,000 人が健脚を競う　～

Sports!!

　

錦
秋
の
西
郷
路
を
走
る
「
第
十
五
回
西

の
郷
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
が
十
月
二
十
三

日
、
村
内
外
か
ら
約
一
、〇
〇
〇
人
が
参
加

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
加
藤
征
男
教
育
長
が
主
催

者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
、
ま
た
、
佐

藤
正
博
村
長
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
、
選
手

た
ち
に
大
会
参
加
の
お
礼
と
健
闘
を
祈
り
ま

し
た
。

　

ま
た
四
人
以
上
出
場
の
十
八
家
族
に
フ
ァ

ミ
リ
ー
賞
、
北
は
青
森
県
黒
石
市
、
南
は

愛
知
県
名
古
屋
市
か
ら
の
出
場
者
に
遠
来
賞

が
、
八
十
二
歳
の
高
橋
時
衛
さ
ん
（
白
河
市
）

ら
に
最
高
年
齢
者
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
を
代
表
し
て
、
川
谷
中
の
児
山
光

弘
君
が
力
強
く
選
手
宣
誓
し
、
競
技
に
入
り

各
部
門
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

式
後
に
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
西

郷
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
の
子
供
た
ち
に
よ
る

歓
迎
の
演
技
が
披
露
さ
れ
、
開
会
式
に
花
を

添
え
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
各
選
手
が
自
己
タ
イ
ム
更
新

を
目
指
し
懸
命
に
力
走
し
て
い
ま
し
た
。

絶
好
の
秋
晴
れ
の
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
開
催

紅
葉
の
甲
子
高
原
を　
　
　

　
　
　
　
　

歩
い
て
楽
し
む
　

う
つ
く
し
ま
・
み
ず
ウ
ォ
ー
ク
源
流
の
郷
・

西
郷
大
会
は
、
西
郷
村
と
福
島
民
友
新
聞
社

主
催
で
今
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　

こ
の
大
会
は
、
甲
子
渓
谷
剣
桂
ま
で
の
ゆ
と

り
五
キ
ロ
コ
ー
ス
、
甲
子
温
泉
大
黒
屋
ま
で
の

十
キ
ロ
コ
ー
ス
、
堀
川
ダ
ム
を
一
周
す
る
二
十

キ
ロ
コ
ー
ス
の
三
コ
ー
ス
が
あ
り
、
参
加
者

は
、
自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
コ
ー
ス
を
選
ん
で

歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

十
キ
ロ
コ
ー
ス
で
は
、
現
在
工
事
中
の
国
道

二
八
九
号
線
甲
子
ト
ン
ネ
ル
の
見
学
会
が
あ
り

参
加
者
は
、
国
土
交
通
省
郡
山
国
道
事
務
所
職

員
の
方
か
ら
、
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
ト

ン
ネ
ル
工
事
の
内
部
や
掘
削
機
械
等
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
、
豪
華
景
品
が
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
や
温
か
い
き
の
こ
汁
が

振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
錦
秋
の
一
日
を
満
喫
し

ま
し
た
。

毎
年
開
催
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

十
月
二
十
二
日
当
村
甲
子
地
区
周
辺
で
、「
う

つ
く
し
ま
・
み
ず
ウ
ォ
ー
ク
二
〇
〇
五
源
流
の

郷
・
西
郷
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
外

か
ら
訪
れ
た
千
四
百
名
あ
ま
り
の
参
加
者
は
、
紅

葉
真
っ
盛
り
の
那
須
甲
子
連
山
を
眺
め
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

十
一
月
三
日
、
伝
統
を
誇

る
「
第
四
十
七
回
村
内
一
周
駅

伝
大
会
」
が
役
場
前
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
十
二
区
間

二
十
九
・
一
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
七
部
門
に
昨
年
よ

一
チ
ー
ム
多
い
四
十
二
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
中
、
開
会
式
に
続
い

て
午
前
九
時
に
佐
藤
村
長
の
号
砲

を
合
図
に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
社

会
人
ま
で
の
各
チ
ー
ム
は
、
沿
道

で
の
熱
い
声
援
を
背
に
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
ま
し
た
。
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出された要望の内容
（件）

第
四
次
行
政
改
革
に
向
け
て

　

委
員
会
で
の
検
討
の
前
提

　

①
国
、
地
方
と
も
財
政
は
危
機

的
な
状
況
に
陥
っ
て
お
り
、
た
と

え
幸
い
に
し
て
景
気
が
回
復
に
向

か
っ
た
と
し
て
も
簡
単
に
改
善
で

き
る
よ
う
な
性
格
の
財
政
危
機
で

は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

全
体
と
し
て
地
方
財
政
は
、
中
期

的
に
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の

と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

②
い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
の
改
革

は
、
国
か
ら
地
方
へ
の
財
政
支
出

を
絞
り
込
む
こ
と
を
主
目
的
に
し

て
お
り
、
市
町
村
に
お
け
る
行
政

上
の
権
限
拡
大
と
あ
わ
せ
て
、
各

市
町
村
に
「
自
立
と
自
律
」
を
強

村
民
視
点
の
行
財
政
改
革
を
推
進

行
財
政
を
と
り
ま
く
状
況

　

今
回
の
推
進
委
員
会
の
委
員
に

関
し
て
は
、
行
政
改
革
に
関
心
を

持
つ
方
二
名
（
十
名
の
内
）
を
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
一
般
公
募
し
登
用
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
審
議
会
で
は
、
委
員
が

自
由
に
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き

る
環
境
で
提
言
を
ま
と
め
る
と
い

う
方
法
に
よ
り
、
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
改
革
の
方
向
性

を
示
す
こ
と
と
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を

多
く
提
示
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お

か
れ
た
提
言
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
、

こ
れ
ら
を
参
考
と
し
、
今
年
度

中
に
実
現
可
能
な
「
第
四
次
行
政

改
革
大
綱
」
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
平
成
十
八
年
度
に
は
、
実
施

計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
な
る
行
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
行
く
予
定
で

す
。 行

政
改
革
に
関
す
る
提
言

く
求
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

③
不
況
と
財
政
危
機
の
な
か

で
、
政
府
や
公
務
員
に
対
す
る
一

般
国
民
の
目
は
、
か
つ
て
な
い
ほ

ど
冷
た
く
、
き
び
し
い
も
の
が
あ

る
。
行
政
の
無
駄
や
、
公
務
員
の

不
適
切
な
待
遇
に
対
す
る
批
判
は

日
に
日
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

④
財
政
の
将
来
へ
の
懸
念
が
導

因
に
な
っ
て
市
町
村
合
併
が
進
ん

だ
が
、
西
郷
村
は
税
収
の
伸
張
を

背
景
に
し
て
当
面
「
非
合
併
・
自

立
」
の
道
を
選
択
し
た
。
村
自

身
の
将
来
は
も
と
よ
り
、
周
辺
市

町
村
と
の
今
後
の
関
係
を
考
え
て

も
、「
自
立
の
村
」
と
し
て
の
し
っ

か
り
と
し
た
展
望
を
示
す
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。

　

活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
住
み
よ
い
村
づ
く
り
施
策
を
積
極
的

に
展
開
す
る
た
め
、
ま
た
今
後
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
乗
り
切
る

た
め
村
で
は
、
施
策
の
重
点
化
、
必
要
な
事
業
な
ど
に
重
点
的
に

財
源
を
投
入
し
、
そ
う
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
経
費
の
削
減
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
西
郷
村
行
政
改
革
推
進
委

員
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
六
回
に
わ
た
り
、「
第
四
次
行
政
改

革
大
綱
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、　

こ
の
度
、

提
言
が
ま
と
ま
り
、
村
長
へ
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

住民サービスのあり方について
(1) 行政サービスの見直し
(2) 公共サービスの外部化
(3) サービス供給の改善
(4) 住民参画の推進

役場のあり方について
(1) 給与・人事制度の見直し
(2) 職員数の適正化について
(3) 行政組織の見直し
(4) 職員の能力向上
(5) 行政評価の推進
(6) 電子自治体化の推進
(7) 外郭団体について

村の財政のあり方について
(1) 財政運営の基本方向
(2) 収入の拡大について
(3) 支出の見直しについて
(4) 予算編成過程の改革
(5) 経営的視点の導入

村長へ答申あった提言内容

　

村
で
は
、
村
政
に
関
す
る
こ
と
や
地
元
で
抱
え
て
い
る
問

題
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
換
す
る
「
地
域
懇
談
会
」
が
平
成

十
七
年
二
月
か
ら
十
月
ま
で
の
八
ヶ
月
間
に
村
内
の
各
行
政

区
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
、
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
等
を
ま
と
め
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

─村民の生の声を行政に─

　

約
四
百
名
が
参
加

　

今
回
の
懇
談
会
は
、
平
成
十
七

年
二
月
二
十
日
の
折
口
原
住
宅
行

政
区
を
皮
切
り
に
、
四
十
三
行
政

区
二
十
三
の
会
場
で
実
施
さ
れ
、

約
四
百
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
各
地
域
の
行

政
区
長
や
村
民
と
村
長
や
村
幹
部

職
員
と
が
意
見
を
交
換
し
、
こ
れ

か
ら
の
む
ら
づ
く
り
に
役
立
て
て

い
こ
う
と
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
意
見
・
要
望
等

　

懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
、
要

望
等
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
道
路
・
歩
道
・
水
路
の
整
備

●
防
犯
灯
及
び
消
火
栓
の
設
置

●
国
道
二
八
九
号
線
甲
子
ト
ン
ネ

ル
開
通
後
の
観
光
対
策

●
市
町
村
合
併
問
題

●
介
護
保
険
制
度
・
少
子
化
対
策

●
下
水
道
の
整
備
状
況
及
び
ゴ
ミ

等
の
環
境
問
題

●
児
童
、
生
徒
の
安
全
確
保
対
策

　

ま
た
、
要
望
等
以
外
に
も
村
全

　

道
路
や
水
路
、
教
育
、
環
境
な

ど
、
村
民
の
生
活
に
密
着
し
た
内

容
が
多
く
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 村民の皆様の協力を得て

村づくりを進めています
体
に
対
す
る
問
題
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
村
政
運
営
に
参
考
と
な
る
意

見
も
た
く
さ
ん
提
案
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
意
見
・
要
望
を
各
担
当

課
で
検
討
し
、
緊
急
性
を
要
す
る

案
件
等
を
優
先
し
、
そ
の
他
の
案

件
に
つ
い
て
は
、
必
要
性
、
財
政

状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
年
次
計

画
等
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

村
で
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
積
極

的
に
広
報
広
聴
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
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　秋の火災予防運動期間中に合わせて、消防団

の火災防御訓練が、黒川地内で行われました。

　野火火災が発生したとの想定で行われ、小型

ポンプを何台も中継する送水訓練の他、ジェット

シューターによる残火処理の訓練も実施されまし

た。消防団員は、火災シーズンを前にきびきび

と行動していました。

　日ごろの学習の成果を発表する「米っ子発表

会」が米小学校で開催されました。ステージで

は、ビオトープなどの動植物の観察報告にイラ

ストを使ったりと各学年による趣向を凝らした

発表が披露されました。

　また、各教室では、バリアフリーをテーマと

した障がい者体験器具や塩化ビニールが熱で縮

む性質を利用したキーホルダー作りなどのワー

クショップが行われ、保護者の方々も児童と一

緒に興味深そうに体験をしていました。

　紅葉真っ盛りの秋晴れのなか「第 23 回生産物

直売会」が川谷の JA 白河報徳営業所で行われま

した。各生産農家で穫れた新鮮な白菜、大根など

の農産物が数多く並び、直売ならではの価格で販

売されました。

　買い物客らは、今年の収穫の実りを感じながら

新鮮な農産物を手に取り確かめながら購入してい

ました。

　追原そば生産組合による「新そばまつり」が追原庵で開催
されました。午前 11 時のオープンとともに県内外のそば好
きが集まり大盛況となりました。
　自家製の漬け物や天ぷらなども振る舞われ、新そばの味を
家族で堪能していました。。

　県南地区交通安全母の会研修会が、西郷村商工会
館で行われました。全国交通安全母の会会長の山崎
信子さんを講師に招いて、『「愛」それは家族』を演
題に子どもの安全は家庭の中からが大切であると体
験を通しての講演をされました。
　参加者は、交通安全はもとより、非行防止等は、
日ごろの家庭での生活が大切であることを改めて実
感していました。

    

　「2005 年　拡げよう文化の輪（WA！）をテー
マに、第 23 回西郷村文化祭が文化センターで開
催されました。
　文化団体会員の作品展示や水石展・ハートフル
ポスター展などの展示コーナーのほかに、初日に
は、押し花で来年のカレンダーを作るなどの体験
コーナーや出店などが並び大勢の方が来場されま
した。
　また、手作り絵本なども展示され手に取って絵
本を楽しむ親子の姿もみられました。
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区分 燃えるごみ 燃えないごみ 資源ごみ
粗大ごみの戸別
収　集

年末最終日 12月 30日㈮ 12月 9日㈮ 12月 28日㈬ 12月 21日㈬

年始開始日 １月６日㈮ １月６日㈮ １月４日㈬ １月４日㈬

●
期
日

●
時
間

　
　

平
日
コ
ー
ス

　
　
　

午
後
二
時
〜
四
時

　
　

日
曜
日
コ
ー
ス

　
　
　

午
前
十
時
〜
正
午

●
場
所

　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容

　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
筋
力
ア
ッ
プ

　
　

転
倒
予
防
の
た
め
の
歩
き
方

　

寒
い
冬
は
、
ど
う
し
て
も
運
動
不
足
に
な
り
が

ち
で
す
。
そ
こ
で
「
屋
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
い

か
が
で
す
か
？
屋
内
で
腰
や
膝
に
負
担
の
か
か
ら

な
い
正
し
い
歩
き
方
を
覚
え
、
筋
力
を
ア
ッ
プ
し

て
冬
場
で
も
楽
し
く
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

シリーズ⑧─

「
梅
宮
神
社
」

第
15
回

「屋内健康ウォーキング
　　　　　　教室」開催

　年末年始のごみ・し尿収集については下記のとおり

となります。年末のし尿収集は大変混雑しますから、

お早めに業者へ申し込んでください。

○クリーンセンターのごみ受け入れ日程

　　年末受け入れ日　12 月 30 日㈮まで

　　年始受け入れ日　１月４日㈬から

○し尿収集申込日程

　　年末申込期限　　12 月５日㈪まで

　　年始業務開始日　１月７日㈯から

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
に
も
、
準

備
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
は
と
て
も

重
要
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
普

段
運
動
し
な
い
人
や
運
動
不
足
の

人
が
行
う
と
、
思
っ
た
よ
り
も
疲
労

感
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
す
る
た
め
の
筋
力
や
心

肺
機
能
が
十
分
に
準
備
で
き
て
い

な
い
か
ら
で
す
。

　

冬
の
時
期
は
、
大
半
の
方
が
寒
い

か
ら
、
雪
が
降
っ
た
か
ら
と
屋
内
に

こ
も
り
運
動
量
が
減
り
、
運
動
不
足

に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

運
動
不
足
に
な
る
と
、
筋
力

の
低
下
な
ど
で
転
倒
し
て
し
ま
っ

た
り
、
肥
満
の
原
因
に
な
り
体
に

様
々
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

逆
に
言
え
ば
、
冬
場
こ
そ
適
度

な
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
筋
力

の
低
下
を
防
ぎ
、
体
を
健
康
に
保

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

村
で
は
、
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ

「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
冬
場
で
も
健
康

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
「
屋
内

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

腰
、
膝
に
負
担
の
か
か
ら
な
い

正
し
い
歩
き
方
や
筋
力
ア
ッ
プ
の

方
法
な
ど
室
内
で
も
楽
し
く
運
動

す
る
方
法
を
実
技
を
含
め
て
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
教
室
は
、
全
五
回

の
開
催
で
平
日
コ
ー
ス
と
、
日
曜

日
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
「
屋
内
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
教
室
」
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ス
ト
レ
ッ
チ
の
正
し
い
方
法

（
前
回
の
続
き
）
則
常
は
『
白
河
風
土
記
』
に
よ
る
と
、

応
永
年
間
（
一
三
九
四
〜
一
四
二
八
）
の
人
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
同
時
代
の
人
に
甲
子
温
泉
を
発
見
し
た
州
安
和

尚
が
い
ま
す
。
州
安
は
修
行
の
た
め
陸
奥
国
に
来
た
際
、

甲
子
山
に
小
庵
を
結
び
ま
し
た
。
現
在
、
寺
平
と
い
う
地

名
が
残
っ
て
い
る
所
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
則
常
は
州
安

の
徳
の
高
さ
に
帰
依
し
、
高
助
の
北
方
に
一
寺
を
開
き
、

州
安
を
招
き
ま
す
。
こ
れ
が
今
の
班
宗
寺
で
、
班
宗
寺
の

寺
号
は
、
則
常
の
法
号
、
班
宗
寺
殿
心
翁
常
眞
大
居
士
に

由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
班
宗
寺
の
裏
に
は
、
則

常
の
菩
提
を
弔
っ
た
と
い
わ
れ
る
五
輪
塔
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
五
輪
塔
自
体
の
年
代
は
十
六
世
紀
後
半
頃
の
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
に
鹿
島
神
社
の
神
前
で
一

日
一
万
句
の
連
歌
会
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
白
河

結
城
氏
の
当
主
で
あ
る
政
朝
や
一
族
の
直
常
を
初
め
と
し

た
二
十
人
が
一
座
五
人
か
ら
な
る
連
座
の
座
頭
と
な
り
、

合
計
百
人
の
連
座
の
衆
が
、
一
句
ず
つ
詠
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
二
十
人
の
中
に
出
家
し
、
禅
喜
と
名
乗
っ
た
斑
目
信

濃
守
則
常
の
名
が
あ
り
、
そ
の
句
は
、

　
『
世
に
匂
ふ　

花
や
高
ね
の　

山
桜
』

で
、
こ
れ
が
高
助
村
名
の
起
こ
り
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
十
一
日
に
「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」
西
郷
村
チ
ー
ム
の
結
団

式
が
文
化
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
に
お
い
て
関
係
者
約
五
十
人
が
集

ま
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
佐
藤
村
長
よ
り
選
手
に
「
選
手
に
勝
と
う
と
い
う
気

持
ち
が
現
れ
て
い
る
。
体
調
を
万
全
に
し
て
走
っ
て
も
ら
い
、
西

郷
村
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

選
手
宣
誓
で
は
、
藤
田
雅
典
キ
ャ
プ
テ
ン
が
「
村
の
名
に

恥
じ
ぬ
よ
う
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。」
と
決
意
を
述

べ
、
十
一
月
二
十
日
の
大
会
へ
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を

誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
、
新
た
な
若
手
も
加
わ
り
選
手
層
の
厚
い

チ
ー
ム
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
村
の
部
４
位
で
し
た
が
、
今

年
こ
そ
は
、
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

　

「年末年始のごみ・し尿収集について」

全力を尽くすことを誓って
　　　　～ふくしま駅伝結団式～

〈
後
編
〉

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　
　

生
涯
学
習
課
・
健
康
推
進
課

「
屋
内
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

　
　
　
　
　
　
　

の
開
催
日
程

日曜日
コース

平　日
コース

区分

1/29 ㈰ 12/7 ㈬ 第１回
2/5 ㈰ 12/21㈬ 第２回
2/19 ㈰ 1/11 ㈬ 第３回
3/5 ㈰ 1/19 ㈭ 第４回
3/19 ㈰ 1/26 ㈭ 第５回

○ごみ収集の日程

■　お問い合せ

　　　住民生活課生活安全係
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平
成
18 
年
村
民
新
年
会

　

村
民
の
親
睦
を
目
的
と
し
て
例
年
実
施 

し
て
お
り
ま
す
「
村
民
新
年
会
」
を
左
記 

に
よ
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加 

く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
７
日
㈯
11
時
よ
り

●
場
所　

グ
ラ
ン
デ
ィ
那
須
白
河

　
（
西
郷
村
大
字
熊
倉
字
雀
子
山
３
）

●
参
加
費　

１
人
３
、０
０
０
円

●
申
込
方
法

　

申
込
書
（
申
し
込
み
場
所
に
備
え
て
お

　

き
ま
す
）
に
会
費
を
添
え
て
お
申
込
み

　

く
だ
さ
い
。   

●
申
込
場
所　

役
場
各
課
、
村
教
育
委
員

　

会
、
村
商
工
会
、
各
行
政
区
長

●
申
込
期
限　

１
月
５
日
㈭

■
問
合
せ　

総
務
課

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
届
け
出
を

　

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、
１
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

前
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
り
、
火
災

等
で
焼
失
し
た
場
合
は
、『
家
屋
滅
失
届

出
書
』
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
を

さ
れ
な
い
場
合
は
、
課
税
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
建
て
替
え
な
ど
で
村
の
家
屋
調

査
員
が
、
取
り
壊
し
た
家
屋
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
場
合
や
法
務
局
に
滅
失
登

記
さ
れ
た
場
合
は
、『
家
屋
滅
失
届
出
書
』

の
提
出
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を

売
買
、
相
続
な
ど
を
さ
れ
た
方
は
、『
未

登
記
家
屋
の
「
現
に
所
有
す
る
者
」
の

申
出
書
』
を
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
提
出
す
る
届
出
書
等
に
つ
い

●歯科医　休日当番日
12. 4 九番町歯科クリニック（白河市）☎ 27-3711
12.11 白河みなみ歯科クリニック（白河市）☎ 24-3730
12.18 青 村 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-0671
12.23 赤 沼 歯 科 医 院（泉崎村）☎ 53-2004
12.25 安 部 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-1123
12.31 大栄歯科クリニック（白河市）☎ 22-2833

●今月の納税

固 定 資 産 税（３　期）
国民健康保険税（６　期）
介 護 保 険 料（６　期）

12 月 28 日（水）までにお納めください。
（固定資産税は 12 月 26 日です）
※納税は便利な口座振替で

●
申
告
す
る
必
要
が
あ
る
方

　

平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
村
内
に
償

却
資
産
を
有
す
る
個
人
又
は
法
人
で
す
。

平
成
17
年
中
に
資
産
内
容
に
異
動
が
な
い

場
合
や
課
税
標
準
額
の
合
計
が
免
税
点
未

満
（
150
万
円
）
で
課
税
さ
れ
な
い
場
合
で

も
申
告
は
必
要
で
す
。

●
申
告
書
の
提
出
期
限

　

申
告
書
は
、
平
成
17
年
12
月
中
旬
に
、

申
告
の
案
内
を
同
封
し
て
郵
送
し
ま
す
の

で
、
平
成
18
年
１
月
20
日
㈮
ま
で
に
提
出

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
内
で
新
規
に
事
業
を
始
め
た

方
な
ど
で
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

固
定
資
産
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

税
務
課

西
郷
村
小
規
模
修
繕
登
録
契
約

希
望
者
登
録
制
度

　

こ
の
登
録
制
度
は
、
村
が
発
注
す
る
小

規
模
修
繕
（
30
万
円
以
下
の
も
の
）
の
受

注
を
希
望
す
る
村
内
の
事
業
者
の
方
を
対

象
に
、
簡
単
な
手
続
き
で
登
録
を
し
て
い

た
だ
き
、
受
注
機
会
の
拡
大
と
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

●
受
付
期
間　

平
成
17
年
12
月
１
日
㈭
〜

　

18
年
３
月
10
日
㈮
ま
で

　
（
土
曜
、
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
）

　

９
時
〜
12
時
及
び
13
時
〜
16
時

●
申
請
場
所　

総
務
課
分
室
財
産
管
理
係

　

※
登
録
手
続
、
必
要
書
類
等
の
詳
し
い

　

内
容
は
西
郷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

総
務
課
（
財
産
管
理
係
）

　
保
険
料
納
付
は
国
民
の
義
務
で
す

　　

最
近
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て
も

保
険
料
を
納
め
な
い
人
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
国
民
年
金
は
、
破
綻
す
る
の

で
は
な
い
か
」
と
心
配
す
る
声
が
よ
く
聞

か
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
社
会
全
体
で
世
代
間
扶
養

を
行
う
仕
組
み
を
と
っ
て
い
る
国
民
年

金
は
、
日
本
の
経
済
社
会
が
存
在
す
る
限

り
、
決
し
て
破
綻
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と

は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
明
日
を
含
め
た

将
来
の
安
心
の
た
め
、
納
付
を
守
っ
て
、

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ

い
て
は
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
が
お

勧
め
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務

所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

福
島
社
会
保
険
事
務
局
白
河

　

事
務
所　

国
民
年
金
業
務
課

　

☎
２
７
｜
４
１
６
４

　
小
型
船
舶
操
縦
者
法
説
明
会

　

操
縦
者
法
の
遵
守
事
項
違
反
に
対
す
る

行
政
処
分
の
基
準
及
び
罰
則
規
程
等
に
つ

い
て
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
小
型
船
舶
の
運
航
の
安
全
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
各
市
町
村
に
お
い

て
無
料
で
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
18
日
㈰　

13
時
〜
14
時
30
分

●
場
所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー

※
入
場
料
無
料
、
参
加
希
望
者
は
電
話
に

　

て
お
申
込
下
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
み　

　

マ
リ
ン
ラ
イ
セ
ン
ス
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
３
４
｜
３
５
｜
１
７
３
０

　

℻
０
２
３
４
｜
３
３
｜
８
６
９
９

て
は
、
固
定
資
産
係
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。

　

提
出
す
る
際
に
必
要
な
書
類
な
ど
に
つ

い
て
は
、
左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

税
務
課

平
成
18
年
度　

償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
及
び
家
屋
の

ほ
か
、
償
却
資
産
も
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
に
所
有
す
る
事
業
用
資
産
に
つ
い

て
、
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

●
償
却
資
産
と
は

　

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
、
農
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
事
業
を
営
ん
で
い
る
方

や
、
駐
車
場
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付

け
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
使

用
し
て
い
る
構
築
物
・
機
械
・
工
具
・
器

具
・
備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、「
事

業
の
た
め
に
使
用
す
る
」
と
は
、
所
有
者

が
そ
の
償
却
資
産
を
自
己
の
営
む
事
業
の

た
め
に
使
用
す
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
事

業
と
し
て
貸
し
付
け
る
場
合
も
含
ま
れ
ま

す
。

●小児科医　休日当番日（白河地区）
12. 4 岡�小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
12.11 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
12.18 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
12.23 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
12.25 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
12.31 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211

●内科医　休日当番日（白河地区）
12. 4 わたなべ内科医院（白河市）☎ 22-1531
12.11 ありがクリニック（白河市）☎ 21-1311
12.18 宇都宮クリニック（白河市）☎ 31-1570
12.23 大 髙 整 形 外 科（白河市）☎ 23-9988
12.25 大 髙 内 科 胃 腸 科（白河市）☎ 24-1456
12.31 片 倉 ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 27-2770

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下  水  道  課 25-2912
住民生活課（住　   　民） 25-1114 会 計 室 25-2934

（生活安全） 25-2197 議 会 事 務 局 25-2980
行政サービスセンター 31-2237 農業委員会事務局 25-2946
健康推進課（保健・国保） 25-1115 西郷村土地改良区 25-1116

（地域福祉・介護保険） 25-3910 学 校 教 育 課 25-2370
在宅介護支援センター 25-5121 学校給食センター 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課
25-1117
25-1118 代 表 25-1111

（地域福祉・高齢者福祉・介護保険）
パソコン　コピー機　ルームエアコン　応接セット　レ
ジスター　看板　自動販売機　舗装路面　……など

農 業 田植機　脱穀機　コンバイン　コンベアー 　など

小 売 業 陳列棚・陳列ケース　日よけ　など

飲 食 業 テーブル　イス　厨房用具　冷凍冷蔵庫　　など

理 美 容 業 理容・美容椅子　洗面設備　など

不動産貸付業 門・塀・緑化施設等の外溝工事　自転車置き場　駐車場の舗装　など

建 設 業 パワーショベル　ブルドーザー　大型特殊自動車　発電機　など



広報にしごうNo.420 　　Ｈ１７．　１２．　１

　

要
面
談
）

■
問
合
せ　

　

㈳
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部　

　

福
島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
｜
５
２
１
｜
１
２
９
５

　
第
13
回　

郷
の
風
音
楽
会

●
場
所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー

●
開
催
日
時　

12
月
３
日
㈯

　

14
時
30
分  

開
場　

15
時  

開
演

●
演
奏
者　

金　

亜
軍
・
飛
田
立
史

●
公
演
料　

５
０
０
円（
当
日
１
、０
０
０

　

円
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
話
予
約
可
）

　

※
中
学
生
以
下
無
料

●
問
合
せ　

郷
の
風
夢
工
房

　

�http://w
w
w
.geocities.jp/blanc_

　

fluss/yum
ekobo/

　

�yum
ekobo@

excite.co.jp

　

℻
０
２
４
８
｜
２
５
｜
２
７
５
６

　

生
涯
学
習
課

電
話
帳
の
配
達
・
回
収

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
島
支
店
で
は
、
12
月

中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
（
平
成
18
年

１
月
発
行
）
を
各
家
庭
・
事
業
所
へ
お
届

け
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、

新
し
い
電
話
帳
と
お
取
替
え
し
ま
す
の

で
、
配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
保
護
と
し

て
、
回
収
し
た
古
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電

話
帳
を
作
る
「
電
話
帳
循
環
型
リ
サ
イ
ク

ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
配
達
員
に
古
い
電
話
帳
を
渡
せ

な
か
っ
た
場
合
、
後
日
改
め
て
回
収
に
伺

い
ま
す
の
で
、
下
記
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ

ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
届
け

す
る
電
話
帳
の
変
更
や
配
達
冊
数
の
変
更

に
つ
き
ま
し
て
も
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン

タ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

☎
０
１
２
０
｜
５
０
６
｜
３
０
９

公
益
通
報
者
保
護
法

　

近
年
、
事
業
者
内
部
か
ら
の
通
報
を
契

機
と
し
て
、
国
民
生
活
の
安
心
や
安
全
を

損
な
う
よ
う
な
企
業
不
祥
事
が
相
次
い
で

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
そ

う
し
た
法
令
違
反
行
為
を
労
働
者
が
通
報

し
た
場
合
、
解
雇
等
の
不
利
益
な
取
扱
い

か
ら
保
護
し
、
事
業
者
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
（
法
令
遵
守
）
経
営
を
強
化
す
る
た

め
に
、「
公
益
通
報
者
保
護
法
」（
以
下

「
法
」
と
い
う
。）
が
平
成
16
年
６
月
に
成

立
し
ま
し
た
。

　

法
の
制
定
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
内
容

の
通
報
を
ど
こ
へ
行
え
ば
解
雇
等
の
不
利

益
な
取
扱
い
か
ら
保
護
さ
れ
る
の
か
が
明

確
に
な
り
ま
し
た
。
法
は
平
成
18
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

内
閣
府　

国
民
生
活
局　

企
画
課

　

☎
０
３
｜
３
５
８
１
｜
４
９
８
９

　
万
が
一
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

　

近
年
、
交
通
事
故
の
態
様
も
複
雑
化

し
、
そ
の
解
決
に
お
困
り
の
方
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
㈳
日
本
損
害
保
険
協

会
で
は
、
そ
ん
な
方
々
の
た
め
に
全
国
に

「
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
な

ら
び
に
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い

て
、
無
料
で
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
突
然
の
交
通
事
故
な
ど
で
あ
わ
て
ず

に
、
ま
ず
は
相
談
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

●
相
談
日　

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時

●
弁
護
士
相
談
日　

毎
週
木
曜
日

　

13
時
〜
16
時
（
予
約
制
・
相
談
無
料
・

～個人事業者のみなさんへ～

国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

税務署や金融機関に

行かなくても納税できる安全・便利な振替

納税をご利用ください。

※ご利用に当たっては、

「預貯金口座振替依頼書」

の提出が必要です。

簡易課税制度とは、課税売上高から納
付する消費税額を計算する制度です。

消費税の簡易課税制度を選択する方は・・・

◇「簡易課税制度選択届出書」を
　提出してください。

平成 17 年に新たに課税事業者となった方、

平成 18 年に課税事業者である方は、

平成 17年 12 月 31 日までに提出する必要があります。

平
成
18
年
度
児
童
ク
ラ
ブ

                              

入
会
登
録
申
請

●
受
付
日
時
及
び
場
所

ク
ラ
ブ
名

及
び
場
所

申
請
受
付
日

時
間

小
田
倉
児
童
ク
ラ
ブ
１
月
17
日
㈫

14
時
30
分

〜
17
時
30
分

熊
倉
児
童
ク
ラ
ブ
１
月
18
日
㈬

米
児
童
ク
ラ
ブ
１
月
19
日
㈭

●
申
請
方
法　

12
月
19
日
㈪
よ
り
、
健
康

推
進
課
又
は
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
申
請
書

等
を
備
え
て
お
き
ま
す
。
た
だ
し
、
在

職
証
明
書
等
の
添
付
書
類
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
就
労
先
等
か
ら
証

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
書
類
を
完
備
の

う
え
、
指
定
日
時
に
持
参
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
対
象
児
童

⑴
小
学
１
年
生
〜
３
年
生
ま
で
の
児
童

で
あ
る
こ
と
。

⑵
放
課
後
保
護
者
や
祖
父
母
等
が
仕
事

等
に
よ
り
留
守
に
な
っ
て
し
ま
う
家

庭
の
児
童
で
あ
る
こ
と
。

⑶
そ
の
他
、
児
童
健
全
育
成
上
で
監
護

が
必
要
な
児
童
で
あ
る
こ
と
。

※
保
護
者
以
外
の
監
護
者
で
祖
父
母
等

同
居
若
し
く
は
、
同
一
敷
地
内
等
で

生
活
し
児
童
を
監
護
で
き
る
場
合
、

申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
負
担
金　

月
額　

３
、０
０
０
円

（
同
一
世
帯
２
人
目
は
、
２
、０
０
０

円
、
３
人
目
は
１
、０
０
０
円
）

　

ま
た
、
負
担
金
と
は
別
に
お
や
つ
代
及

　

び
保
護
者
会
費
が
か
か
り
ま
す
。

●
各
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
登
録
対
象
児
童

の
通
学
区
域
等

　

⑴
小
田
倉
児
童
ク
ラ
ブ

　
　

小
田
倉
小
学
校
の
通
学
区
域
の
児
童

　

⑵
熊
倉
児
童
ク
ラ
ブ

　

熊
倉
小
学
校
、
羽
太
小
学
校
の
通

学
区
域
の
児
童

　

⑶
米
児
童
ク
ラ
ブ

　
　

米
小
学
校
の
通
学
区
域
の
児
童

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課

小
学
〜
大
人
冬
休
み
・
春
休
み

海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
・
国
際

青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
13
事
業
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
体
験
を
通
し

て
、
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国

際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま

す
。

有効期間：平成 1８年３月 31 日まで

１日入浴 ５時以降

12 歳以上 600 円 400 円

３歳以上
12 歳未満

300 円 200 円

２時間当たり
８畳 600 円

10 畳 800 円

12 畳 1,000 円

●入浴利用料金 ●個室利用料金
※ 通常は、下記料金です

●
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
体
験
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英

　

語
研
修
・
地
域
見
学
・
自
然
体
験
等

●
派
遣
先　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ

　

ダ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
グ
ア
ム
・
ニ
ュ
ー

　

ジ
ー
ラ
ン
ド

●
対
象　

小
３
〜
大
人
の
方
ま
で

●
参
加
費　

18
万
円
〜
35
万
円
（
共
通
経

　

費
は
別
途
）

■
問
合
せ　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
６
０
｜
０
０
０
４

　

東
京
都
新
宿
区
四
谷
２
│
11

　

大
村
ビ
ル
３
階

　

☎
０
３
｜
３
３
５
９
｜
８
４
２
１

　

℻
０
３
｜
３
３
５
４
｜
２
２
０
７

　

�info@
kskk.or.jp

　

�　http://w
w
w
.kskk.or.jp

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
只
今
、
平

成
18
年
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
致
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。



広報にしごうNo.420 　

◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▼
Ｊ
Ｒ
新
白
河
駅
長　

　

佐
藤
慶
喜
氏　
　
　
　
　
　
【
道
南
】

　
（
10
月
20
日
、
10
・
16
鉄
道
の
日
チ
ャ

　

リ
テ
ィ
募
金
を
福
祉
活
動
の
た
め
に
）

　
　
　
　
　
　
　

三
一
、八
八
〇
円

▼
ビ
ル
ド
商
事
株
式
会
社　
　
　
　
　

　

代
表
取
締
役　

梅
宮
吉
男
氏　
【
米
】

　
（
10
月
24
日
、
ビ
ル
ド
商
事
株
式
会
社

　

創
立
25
周
年
・
新
工
場
竣
工
記
念
と
し

　

て
環
境
事
業
の
た
め
に
）

　
　

二
五
〇
、〇
〇
〇
円

▼
真
船　

淳
さ
ん　
　
　
　
【
小
田
倉
】

　
（
10
月
25
日
、
故
真
船
セ
イ
氏
の
遺
志

　

に
よ
る
福
祉
事
業
の
た
め
に
）

　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
芳
賀
信
義
さ
ん　
　
　
　
【
小
田
倉
】

　
（
11
月
４
日
、
突
然
心
停
止
者
の
人
命

　

救
助
の
た
め
に
）　
　

　

人
命
救
助
用
機
器　
　
　
　
　
　

１
台

●
受
付
期
間

　

平
成
17
年
12
月
15
日
㈭
〜
平
成
18
年
２

　

月
28
日
㈫

■
資
料
請
求
・
問
合
せ

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
｜
９
２
１
｜
７
４
７
１

　

℻
０
２
４
｜
９
２
１
｜
７
８
１
４

　

�http://w
w
w
.u-air.ac.jp

国
立
宮
古
海
上
技
術
学
校生

徒
募
集

●
募
集
人
数　

本
科
生
40
名

●
受
験
資
格　

　

①
平
成
18
年
４
月
１
日
に
お
い
て
満
15

　
　

歳
以
上
の
者

　

②
中
学
卒
業
者
若
し
く
は
中
等
教
育
学

　
　

校
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
（
見

　
　

込
み
の
者
を
含
む
。）

●
募
集
日
程

受
付
期
間

試
験
日

推
薦
入
試

１
月
６
日
㈮
〜

１
月
23
日
㈪

１
月
26
日
㈭

一
般
入
試

１
月
６
日
㈮
〜

２
月
７
日
㈫

２
月
12
日
㈰

■
問
合
せ　

　

宮
古
海
上
技
術
学
校　

教
務
課　

　

☎
０
１
９
３
｜
６
２
｜
５
３
１
６

　

℻
０
１
９
３
｜
６
２
｜
５
４
４
０

自
衛
官
募
集
（
男
子
）

●
募
集
人
数　

約
20
名（
陸
・
海
・
空
合
計
）

●
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
締
切　

12
月
７
日
㈬

●
試
験
期
日　

12
月
11
日
㈰

●
問
合
せ　

白
河
募
集
事
務
所

　

☎
２
４
｜
０
３
７
２

　

住
民
生
活
課

●
西
郷
村
役
場

　

休
業
期
間　

12
月
29
日
㈭
〜
１
月
3
日
㈫

※
婚
姻
、
出
生
、
死
亡
等
の
届
出
は
休
業

期
間
中
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
休
業
期
間
中
の
電
話
は
、
代
表
２
５
│

１
１
１
１
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

休
業
期
間　

12
月
29
㈭
日
〜
１
月
3
日
㈫

●
村
民
体
育
館
等
の
公
共
施
設

　

休
業
期
間　

12
月
29
日
㈭
〜
１
月
3
日
㈫

●
ち
ゃ
ぽ
ラ
ン
ド
西
郷

※
休
ま
ず
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
（
12
月
28
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈫　

　

午
後
９
時
ま
で
営
業
）

●
キ
ョ
ロ
ロ
ン
村

　

※
コ
テ
ー
ジ
の
み
営
業
し
て
い
ま
す
。

１
枚
で
１
名
様
が
無
料

◎
営
業
時
間
：
午
前
10:00

～
午
後
8:00（

毎
週
土
・
日
、
年
末
年
始
／
午
後
9:00

迄
）

◎
定
休
日
：
毎
週
木
曜
日☎
0248-36-2 フ6 ロ2 フ6 ロ

但
し
、
12
歳
以
上
は
入
湯
税

100
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

（
）

１
枚
で
１
名
様
が
無
料

◎
営
業
時
間
：
午
前
10:00

～
午
後
8:00（

毎
週
土
・
日
、
年
末
年
始
／
午
後
9:00

迄
）

◎
定
休
日
：
毎
週
木
曜
日☎
0248-36-2 フ6 ロ2 フ6 ロ

但
し
、
12
歳
以
上
は
入
湯
税

100
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

（
）

１
枚
で
１
名
様
が
無
料

◎
営
業
時
間
：
午
前
10:00

～
午
後
8:00（

毎
週
土
・
日
、
年
末
年
始
／
午
後
9:00

迄
）

◎
定
休
日
：
毎
週
木
曜
日☎
0248-36-2 フ6 ロ2 フ6 ロ

但
し
、
12
歳
以
上
は
入
湯
税

100
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

（
）

１
枚
で
１
名
様
が
無
料

◎
営
業
時
間
：
午
前
10:00

～
午
後
8:00（

毎
週
土
・
日
、
年
末
年
始
／
午
後
9:00

迄
）

◎
定
休
日
：
毎
週
木
曜
日☎
0248-36-2 フ6 ロ2 フ6 ロ

但
し
、
12
歳
以
上
は
入
湯
税

100
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

（
）

１
枚
で
１
名
様
が
無
料

◎
営
業
時
間
：
午
前
10:00

～
午
後
8:00（

毎
週
土
・
日
、
年
末
年
始
／
午
後
9:00

迄
）

◎
定
休
日
：
毎
週
木
曜
日☎
0248-36-2 フ6 ロ2 フ6 ロ

但
し
、
12
歳
以
上
は
入
湯
税

100
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

（
）

使
用
期
限
：
平
成
18
年
３
月
31
日

使
用
期
限
：
平
成
18
年
３
月
31
日

使
用
期
限
：
平
成
18
年
３
月
31
日

使
用
期
限
：
平
成
18
年
３
月
31
日

使
用
期
限
：
平
成
18
年
３
月
31
日

使
用
期
限
：
平
成
18
年
３
月
31
日



Ｈ１７．　１２．　１

日 月 火 水 木 金 土
1
子育てサポーター
養 成 講 座（10:00
保健福祉センター）
パパとママの子育
て講座（12:40 保
健福祉センター）
BCG予防接種（13:00
保健福祉センター）

2
餅つき大会（9:30
村立西郷幼稚園）
1 才 6 ヵ月児健康
診査（13:00 保健
福祉センター）

3
「学校を中心とし
た食育推進事業」
児童・生徒対象料
理コンクール（9:00
熊倉小・調理室）
郷 の 風 音 楽 会
（開場 14:30 文化
センター）

4 55 6
子育てサポーター
養成講座（9:00 保
健福祉センター）
特設人権擁護相談
所開設（10:00 文
化センター）
3 才 児健康診査
（13:00 保健福祉セ
ンター）

7
餅つき大会（9:30
み ず ほ 保 育 園、
10:00まきば保育園）
寿 学 級（10:00 ア
クティブセンター）
屋内健康ウォーキ
ン グ 教 室（14:00
保健福祉センター）

8
6 ～ 7 ヵ月児健康
相談（13:00 保健
福祉センター）
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）

9
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

10
ふるさと探検隊
（うどん体操）（9:30
文化センター）

11 12
行政相談所開設
（13:30文化センター）

13
個 別 健 康 教 育
（8:30 保健福祉セ
ンター）

14
歯科クリニック
（幼児 13:00、６才
児 13:45 保健福祉
センター）

115 16116116 17

18
健康ウォーキング
の日（7:00 村内全
域）

191119 20
第二学期終業式
（村立西郷幼稚園）
クッキング教室
（18:30文化センター）

21
屋内健康ウォーキ
ン グ 教 室（14:00
保健福祉センター）

22
第二学期終業式
（村内各小中学校）
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）
心配ごと特別相談
会（13:10 高 齢 者
生活支援センター）

23天皇誕生日
音楽鑑賞会（13:30
文化センター）

24

25 2727 28官庁仕事納め 29229 3033330 31大晦日

2005 年 12 月
December行事
レカ ンダー

●今月の顔────
ふるさと探検隊（11 月 12 日）

に来ていた子どもたちです。

★県南地域の主な行事です (NPO 法人カルチャーネットワーク提供）

・12/3　チビッコ人形劇祭り（白河市文化センター 14:00）
・12/4　餅つき大会（まほろん 11:00、13:00）
・12/4　あそびの学校～クリスマス『おしゃもじサンタ』
（ジャスコ白河西郷店 13:30）
・12/10　ふれあい祭り「フリーマーケット」（マイタウン
白河 10:00）

・12/11　第 1 回はなわ冬まつり（道の駅はなわ 10:00）
・12/17　ABOO Singers ゴスペルコンサート 2005（白河
市文化センター 14:00）

・12/18　出逢い＆ふれあいの会～ STEP3「結婚への序章」
（ホテルサンルート白河 13:00）
・12/31　年越しイベント（天栄村・レジーナの森 23:00）



　

め
ぐ
る
視
界
は
日
々
の
よ
う
で

過
ぎ
て
い
く
景
色
は
行
動
履
歴

　

背
中
を
押
し
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
ど
ん
な
に
心
強
い
だ
ろ
う

い
つ
か
成
長
し
た
自
分
に
向
け
て
、
労
い
の
言
葉
を
か
け
て
あ
げ
た
い

美
術
担
任
の
吉
田
厚
子
先
生
か
ら
一
言

国
語
担
任
の
熊
田
真
理
子
先
生
か
ら
一
言

国
語
担
任
の
熊
田
真
理
子
先
生
か
ら
一
言

人口と世帯数（11月 1日現在）人口 19,534 人（前月比 +27）男 9,788 人（+18）女 9,746 人（+9）世帯数 6,184 戸（+22）

「
自
分
が
名
画
に
な
っ
た
ら
」
を
テ
ー
マ
に
、

東
州
斎
写
楽
の
市
川
鰕
蔵
に
な
っ
た
翼
く
ん
。
自

分
の
表
情
を
よ
く
観
察
し
描
け
て
い
ま
す
。

短
い
言
葉
の
中
で
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
行
く

日
々
の
流
れ
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
ま
す
。
自
分

ら
し
さ
を
失
わ
ず
に
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
よ

う
願
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
大
変
難
し
い
字
で
す

が
、
行
書
の
筆
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
生
き
生
き

と
し
た
作
品
で
す
。
川
谷
の
自
然
こ
そ
「
雄
大
」

で
す
ね
。

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス　  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/　 ・E-mail　  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp 古紙配合率 100％再生紙を使用しています。

美
術

詩

書

川
谷
中
学
校
三
年

　
　
　

佐

藤
　

翼

川
谷
中
学
校
三
年

鈴

木

花

野

川
谷
中
学
校
三
年

邉

見

歩

美

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。）


